
現物展示会弊社
製品

当日の進行スケジュール 司会進行 併催

①「まだ『ファイナンス理論』を使いますか？」 
　  －MBA依存症が企業価値を壊す」
　  （2012年 日本経済新聞出版社）

【ご略歴】
慶應義塾大学商学部卒、ピッツバーグ大学経営大学院MBA（管理会計専攻）。
CFA協会認定証券アナリスト、公益社団法人日本証券アナリスト協会検定会員。
1996年 アンダーセンコンサルティング（現アクセンチュア）に入社。
2001年 日産自動車株式会社に入社し、財務部及びIR部にてCFO及びCEOの

コーポレートアナリストとして財務戦略やIR戦略の策定を行う。
2009年 インサイトフィナンシャル株式会社を設立し、上場企業及び上場を目指す

ベンチャー企業に対して財務アドバイザリーサービスを提供する。
株式会社トライアンフコーポレーション監査役に就任。（現任）

2015年 小樽商科大学ビジネススクール 准教授に就任。
2018年 小樽商科大学大学院商学研究科 教授に就任、現在に至る。

SEIUNDO主催 「コーポレートファイナンス」セミナー

株式会社SEIUNDO ※H28 3/28より本社を移転しました。

大阪（本社）：大阪市中央区北浜1-1-14　北浜一丁目平和ビル 7F
東京：東京都港区西新橋1-2-9　日比谷セントラルビル 14F

主 催
（差出人）

小樽商科大学大学院商学研究科

教授　手島 直樹氏

対  象 機関投資家とのエンゲージメントを行っている総務・法務・IR・経営企画関連部署の皆様
＜今回は、同志社ビジネススクールネットワーク東京会 様との共催です。＞

講  師

会　場 同志社大学 東京サテライト・キャンパス
東京都中央区京橋2-7-19 京橋イーストビル 3F

日　時 平成31年2月16日（土）
14：00～18：30（受付開始13：30）
お申込み期限：平成31年2月13日（水）

【東　京】

　ありがたいご縁を賜り、今回は同志社ビジネススクールネットワーク
東京会 様と共催させていただくことになりました。当社としてもちろん
初めての試みですが、ご理解のほど何卒よろしくお願い申しあげます。
　さて、投資家・株主との最前線に立ち企業業績や事業計画等について日々
シビアなやり取りをしておられるお客様に「株主総会の受付」という局地
以外でもお役に立ちたいとの思いでこれまで各種セミナーを開催してきました
が、4年連続となる手島直樹先生によるこの「コーポレートファイナンス」
セミナーも、「SEIUNDOならでは」と胸を張れるものです。
　2017年5月には、経済産業省から「価値協創のための統合的開示・対話
ガイダンス－ESG・非財務情報と無形資産投資－」、いわゆる「価値協創
ガイダンス」が公表され、続いて2018年6月には「スチュワードシップ・
コード」と「コーポレートガバナンス・コード」の付属文書として、上場企業と
機関投資家との対話の促進を目的として作成された「投資家と企業の対話
ガイドライン」が金融庁によって策定されました。投資家との対話による
企業価値創造に好意的な立場を取るにせよ、そうでないにせよ、これらの動
きはもはや止めようもありませんが、このような時代の奔流のなかで企業
や個人に求められるのは、時流におもねる表層的な知識ではなく、その分
野の基本的な原理・原則を知った上で現実の社会としっかり向き合うことだ
と考えます。企業価値創造の基礎理論がまさに「ファイナンス」ですので、
手島先生には従来の当社セミナーでの内容からさらに歩を進め、世界レベルの
ファイナンス理論の真意と、それが企業価値創造、ひいては企業経営にどの
ような意味を持つのかを徹底的にご解説いただきます。
　皆様すでにご承知のとおり、手島先生は長年、ファイナンス理論を駆使
して事業会社のIRオフィサーをお務めでした。金融機関出身ではない、事
業会社における企業価値創造の実態を知るファイナンスの理論家として、
我が国でも稀有な存在です。今回のセミナーにおいても、「対話の時代」に
真に求められるファイナンス理論をご教示いただけるものと大いにご期待
ください。
　今回は土曜日の開催となりますが、貴重な休日を返上するに十分値する
内容と自負しております。ご同僚をお誘い合わせの上、ぜひとも奮って
ご参加ください。

（主催者）株式会社SEIUNDO 代表取締役社長 田畑良一

受講料 無料

特
典

ご希望のかたに、いずれか1冊を進呈します。
貴社までご送付しますので、本セミナーの予習に
ご活用ください。（お申込みは裏面にて）

企
業
価
値
創
造
経
営
に
お
い
て
フ
ァイ
ナ
ン
ス
の
果
た
す
役
割
と
は

  

〜
Ｅ
Ｓ
Ｇ
や
価
値
協
創
の
取
組
み
が
企
業
経
営
に
も
た
ら
す
潮
流
〜

①①

⇒書評掲載
　日本経済新聞（'12 12/16） 

⇒書評掲載
　「週刊東洋経済」誌（'16 12/31～'17 1/7 新春合併特大号） 

②「ROEが奪う競争力
　 ～『ファイナンス理論』の誤解が経営を壊す～」 
　  （2015年 日本経済新聞出版社）

③「株主に文句を言わせない！バフェットに学ぶ
　 価値創造経営」 
　  （2016年 日本経済新聞出版社）

②②

③

⇒書評掲載
　日本経済新聞（'15 10/25）  
　「週刊東洋経済」誌（'15 12/12号） 
　「週刊エコノミスト」誌（'15 12/15号） 
　「証券アナリストジャーナル」誌（'16 4月号）

【主なご著書】

ワンタッチ入場票（特許）と
名刺シート（特許出願中）、
カタログメモ帳（登録商標）の
現物を展示する予定です。
各社ごとのこだわりをご参考に
していただければと存じます。

参加が、弊社製品のご採用を拘束するものではございません。
弊社と未取引のお会社も、くれぐれも安心してご参加ください。

⇒推薦： 加護野忠男氏

http://www.seiun.net/

株式会社SEIUNDO
代表取締役社長　田畑 良一
1970年 大阪生まれ
　　　　（出生は愛媛県新居浜市）
1989年 大阪府立茨木高等学校 卒業
1993年 甲南大学経済学部を卒業後、

住友銀行（現 三井住友銀行）に入行
1996年 当社 入社
2009年 代表取締役社長に就任

現在に至る

13：30～ 受付開始 
▶14：00～16：15 【第１部】ご講演 
▶16：30～17：00 【第２部】ご質問タイム
▶17：15～18：30 【第３部】懇親会＆お名刺交換会

※【第３部】ですが、今回は近隣のお店でおこない
ます。お名刺を多めにお持ちのうえ、ご人脈の
さらなる拡張にご活用ください。事前予約はご
不要、まったくの自由参加です。（無料）

※お水（ペットボトル 500ｍｌ）をお配りします。

「みずほ銀行」横の入口からお入りください。ご注意

ROE経営の罠にはまらないために
　　　真摯に学ぶべき本。
上場企業役員必携」
「
（甲南大学特別客員教授・神戸大学名誉教授）



株式会社SEIUNDO　　 06（6201）8555お問い合わせ 代表取締役社長　田畑 良一 （ryo@seiun.net）

貴部署名 お役職名 お名前

メールアドレスご参加予定 □第1部  □第2部  □第3部

□第1部  □第2部  □第3部

□第1部  □第2部  □第3部

□第1部  □第2部  □第3部

□第1部  □第2部  □第3部

（    　　　　        　）あくまで現時点での予定で
結構です。変更連絡ご不要。

1

貴部署名 お役職名 お名前

メールアドレスご参加予定 （    　　　　        　）あくまで現時点での予定で
結構です。変更連絡ご不要。

2

貴部署名 お役職名 お名前

メールアドレスご参加予定 （    　　　　        　）あくまで現時点での予定で
結構です。変更連絡ご不要。

3

貴部署名 お役職名 お名前

メールアドレスご参加予定 （    　　　　        　）あくまで現時点での予定で
結構です。変更連絡ご不要。

4

貴部署名 お役職名 お名前

メールアドレスご参加予定 （    　　　　        　）あくまで現時点での予定で
結構です。変更連絡ご不要。

5

※「受講票」の事前発行はしません。（FAX受領後、ご確認のお電話を差しあげます）　※６名様以上ご参加の場合は、この用紙をコピーしてご記入ください。

▽ご質問内容をご記入ください。

ご質問　□　　　　　　現時点では特になし

（　　　　　）

（　　　　　）
貴 社 名

F A X

お 電 話

※皆様の交流の一助になればと、お申込み者の「企業名・部署名・お役職名・お名前」を記載したリストを作成し、当日配付します。
　予めご了承ください。（掲載するのは、SEIUNDOを通じてお申込みの方のみです。）
　なお、直前や当日のドタキャンはやむなしですので、ひとまずお気軽にお申込みください。
※また当然ながら、本セミナーへの参加が弊社製品のご採用を拘束するものではございません。くれぐれもご安心ください。

□ 【東京】2月16日（土） のセミナーに参加します 

ご希望のかたは、  □を入れてください。
表面に記載のご著書のうち1冊を進呈しますので、本セミナーの予習にご活用ください。

※この進呈が、弊社製品のご採用を拘束するものではございません。
　手島先生の論説へのご理解をより深めていただきたく、ぜひお気軽にお申し付けください。

□ ①　 □ ②　 □ ③　 □ いずれも不要
特   

典

ご質問を受け付けます。 
お尋ねになりたい内容を予めご送信ください。 
当日のご講演のなかで触れていただくか、「第２部：ご質問タイム」にてご回答いただきます。 
なお当日のご講演をお聴きになり、会場受付にてお渡しする「ご質問シート」にご記入いただいても結構です。

※レターヘッドはご不要です。この１枚のみをご送信ください。

この用紙をFAXにてご返送ください　FAX　　 06（6201）8556


